
 

令和６年度高知国際中学校・高等学校探究成果発表会実施要項 

 

１ 目 的 

高知県立高知国際中学校・高等学校における探究活動の取組みについて、その探究結果を校内で共有する

とともに、県内外の小中高等学校、関係機関等に発表し、活動の成果を広める。 

 

２ 日 時 

令和７年３月１１日（火）９：００～１５：３０頃 

 

３ 会 場 

体育館(２階アリーナ、１階トレーニング室、１階柔道場)、南校舎１階～４階、北校舎２～４階 

 

４ 日 程        

        ８：３０－ ９：００   受付（＠体育館北入口） 

９：０５－ ９：１０   開会挨拶  高知国際高等学校長 

９：１０－１１：４０   【ステージ発表セッション】 自由見学 

                  ※ 各探究分野代表者による発表（発表８分＋質疑応答５分） 

                    タイトル詳細は次ページ参照 

１１：４０－１２：００   講評 花井 渉 氏（九州大学教育学部 准教授） 

１２：０５－１３：２０   昼休憩（４５分） →  会場設営（３０分） 

１３：２０－１４：５０   【ブース発表セッション】  自由見学 

        １３：２０－１３：５０ 第１ラウンド〔発表者 待機・質疑対応 ／ 自由見学〕 

        １３：５０－１４：２０ 第２ラウンド〔発表者 待機・質疑対応 ／ 自由見学〕 

        １４：２０－１４：５０ 第３ラウンド〔発表者 待機・質疑対応 ／ 自由見学〕 

            （ ※１４：４６ 東日本大震災 黙祷 ） 

   １４：５０－１５：０５   休憩・体育館（アリーナ）へ移動 

   １５：０５－１５：２５   講評 時任 隼平 氏（関西学院大学高等教育推進センター 教授） 

   １５：２５－１５：３０   閉会挨拶  高知国際中学校長 

   １５：３０－１５：３５   諸連絡 

 

 

 

 

 

 



 

◆【ステージ発表セッション内容】 

 時刻 アリーナ トレーニング室 柔道場 

① 9:20- サイエンスゼミ 

（2-7尾崎） 

『化学物質過敏症の方でも

安心して使用できる日焼け

止め』 

社会科学ゼミ 

（2-7岡崎・2-7吉岡） 

『♯選挙に行ったら勝ち

組』 

教育・福祉ゼミ 

(2-1 青木・2-1 藤田・2-3 真

城・2-7森部) 

『This is 制服リユースプロ

ジェクト By 学校みらい創造

部』 

② 9:40- 医療・看護ゼミ 

（2-5平山） 

『日焼けによる人体への影

響』 

ビジネスゼミ 

（2-4高波） 

『香りで成績アップ作戦!!』 

人文学ゼミ 

（2-6安岡） 

『人はなぜ推しを作るの

か』 

③ 10:00- スポーツ科学ゼミ 

（1-1中越・1-1近藤・1-1永

野・1-1山崎・1-3大川・1-3

小松） 

『効率よく筋肉をつけるに

はどうすればよいのか』 

地域創生ゼミ 

（2-1所谷） 

『こうこうせいの店～四万

十町のために私ができるこ

と～』 

芸術ゼミ 

（2-5山村） 

『笑顔になる地域デザイン

とはなにか』 

④ 10:20- 防災ゼミ 

（1-5福井） 

『野球と防災はお互いに影

響を与えるのか』 

「中・高生探究の集い」 

（2-3嶋川・2-5森野・2-5川

上） 

『JK × challenge × SDGs 

＝? ～女子高生がどれほど社

会に影響を及ぼせるか ～』 

「高知県高等学校家庭科 

生徒研究発表大会」 

（1-3上田） 

『捨てないで！意外な便利

アイテム～それってホン

ト？～』 

⑤ 10:40- 中学３年生 

（3-A川﨑） 

『もう一度トキが羽ばたく

国へ ～気候変動から考える

野生復帰の方法～』 

中学２年生 

※選出中 

『グローバル探究～高知の

応援プラン～』(仮) 

中学 1年生 

※選出中 

『高知探究』（仮） 

⑥ 11:00- 中村学園女子高等学校 

（WWL連携校） 

「高校生国際シンポジウ

ム」 

（2-6寺田） 

『南海トラフへの備え―MP 

導入の検討―』 

「全国高校生フォーラム」 

（2-7 中嶋） 

『「豊かな海」を守るため

に ～高知とケアンズの研修

を通して～』 

⑦ 11:20- 「日本学生科学賞」 

（2-4山﨑） 

『減衰振動の観察』 

「高校生ビジネスプラング

ランプリ」 

（2-6中谷） 

『土佐和紙を世界に 折り紙

アクセ「Origami」』 

高校 3年生 

(3-6岩本) 

『野球を軸に自分を成長さ

せる』 

 

    

 


